
(57)【要約】

【課題】本発明は、壁貫通釜の本体の寸法制約と潜熱回

収による高熱効率を確保しつつ、給湯用水通路内の残水

の排出を容易にして、凍結による器具の破損を防止可能

で、信頼性の高い燃焼機器を提供することを目的とする

。

【解決手段】本発明は、給湯配管接続部と、この給湯配

管接続部からの水を通す給湯用水通路と、この給湯用水

通路の水を加熱する熱源を生じる燃焼部と、前記給湯配

管接続部の上方に位置する蛇管と、この蛇管の上方に位

置する一次熱交換器と、この一次熱交換器の上方に位置

する二次熱交換器と、この二次熱交換器より下方に位置

する出湯配管接続部とを有する燃焼機器において、給湯

用水通路が、前記給湯配管接続部と、前記蛇管と、前記

二次熱交換器と、前記一次熱交換器と、前期出湯配管接

続部とをこの順番で有する燃焼機器である。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 給 湯 配 管 接 続 部 と 、 こ の 給 湯 配 管 接 続 部 か ら の 水 を 通 す 給 湯 用 水 通 路 と 、 こ の 給 湯 用 水
通 路 の 水 を 加 熱 す る 熱 源 を 生 じ る 燃 焼 部 と 、 前 記 給 湯 配 管 接 続 部 の 上 方 に 位 置 す る 蛇 管 と
、 こ の 蛇 管 の 上 方 に 位 置 す る 一 次 熱 交 換 器 と 、 こ の 一 次 熱 交 換 器 の 上 方 に 位 置 す る 二 次 熱
交 換 器 と 、 こ の 二 次 熱 交 換 器 よ り 下 方 に 位 置 す る 出 湯 配 管 接 続 部 と を 有 す る 燃 焼 機 器 に お
い て 、 給 湯 用 水 通 路 が 、 前 記 給 湯 配 管 接 続 部 と 、 前 記 蛇 管 と 、 前 記 二 次 熱 交 換 器 と 、 前 記
一 次 熱 交 換 器 と 、 前 期 出 湯 配 管 接 続 部 と を こ の 順 番 で 有 す る 燃 焼 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 二 次 熱 交 換 器 内 の 伝 熱 管 が 一 部 に 頂 点 を 有 し 、 こ の 頂 点 か ら 前 記 伝
熱 管 へ の 水 の 入 口 お よ び 水 の 出 口 に 向 か っ て 下 り 勾 配 を 有 す る 燃 焼 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 伝 熱 管 が 二 次 熱 交 換 器 の 幅 方 向 に つ い て 、 水 平 で あ
る 燃 焼 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の 何 れ か に お い て 、 伝 熱 管 が 直 線 部 分 と Ｕ 字 部 分 を 有 し 、 こ の Ｕ
字 部 分 の 折 れ 曲 が り の 角 度 が １ ８ ０ 度 以 下 で あ る 燃 焼 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の 何 れ か に お い て 、 排 水 弁 が 、 給 湯 配 管 接 続 部 お よ び 出 湯 配 管 接
続 部 の 各 近 傍 に 設 け ら れ た 燃 焼 機 器 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン パ ク ト で 熱 効 率 が 高 く 、 凍 結 破 損 の 心 配 の な い 潜 熱 回 収 型 の 燃 焼 機 器 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 追 焚 機 能 付 の 燃 焼 機 器 の 一 種 で 、 主 に 集 合 住 宅 用 に 設 置 さ れ 、 浴 槽 横 に 設 置 さ れ る バ ラ
ン ス 式 ふ ろ 釜 （ 以 下 、 「 Ｂ Ｆ 釜 」 と 言 う 。 ） は 、 浴 室 内 に 設 置 ス ペ ー ス が 必 要 で 、 そ の 分
浴 槽 ス ペ ー ス が 狭 く な る 。 こ の た め 、 こ の Ｂ Ｆ 釜 の 取 替 え 用 と し て 、 浴 室 壁 面 に 開 口 さ れ
た Ｂ Ｆ 釜 の 給 排 気 筒 設 置 部 に Ｂ Ｆ 釜 の 機 能 を 全 て 移 管 し 、 従 来 Ｂ Ｆ 釜 が 存 在 し た ス ペ ー ス
を 空 き 空 間 と す る こ と に よ り 、 浴 槽 が 大 き く で き る と い っ た 浴 室 リ フ ォ ー ム 商 品 が 開 発 さ
れ て い る 。 こ の よ う な 風 呂 釜 は 、 壁 貫 通 型 の 追 焚 機 能 付 燃 焼 機 器 （ 以 下 、 「 壁 貫 通 釜 」 と
言 う 。 ） と 言 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 壁 貫 通 釜 の 例 を 図 １ １ に 示 す 。 壁 貫 通 釜 は 、 燃 焼 部 に 空 気 を 送 る 送 風 フ ァ ン と 、 給 湯 バ
ー ナ と 追 焚 き バ ー ナ を 有 す る 燃 焼 部 と 、 燃 焼 部 の 周 囲 の 蛇 管 と 、 燃 焼 部 の 燃 焼 ガ ス か ら 顕
熱 を 回 収 す る 一 次 熱 交 換 器 と 、 燃 焼 ガ ス か ら 潜 熱 を 回 収 す る 二 次 熱 交 換 器 と を 有 し て い る
。 上 述 し た よ う な 設 置 形 態 の 独 自 性 か ら 本 体 寸 法 の 制 約 が 大 き い た め 、 給 湯 バ ー ナ お よ び
追 焚 バ ー ナ は 共 通 の 送 風 フ ァ ン を 使 用 し 、 二 次 熱 交 換 器 は 一 次 熱 交 換 器 の 上 に 設 け ら れ た
排 気 室 の 中 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 給 湯 運 転 の 際 に 壁 貫 通 釜 の 内 部 の 水 や 湯 が 通 る 通 路 （ 以 下 、 「 給 湯 用 水 通 路 」 と
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言 う 。 ） は 、 給 水 配 管 接 続 部 、 二 次 熱 交 換 器 、 蛇 管 、 一 次 熱 交 換 器 、 出 湯 配 管 接 続 部 の 順
番 に 構 成 さ れ る 。 給 水 配 管 接 続 部 か ら 二 次 熱 交 換 器 ま で は 昇 り 勾 配 、 二 次 熱 交 換 器 か ら 蛇
管 ま で は 下 り 勾 配 、 蛇 管 か ら 一 次 熱 交 換 器 ま で は 再 び 昇 り 勾 配 、 一 次 熱 交 換 器 か ら 出 湯 配
管 接 続 部 ま で は 再 び 下 り 勾 配 と な る 。 こ の よ う に 、 壁 貫 通 釜 で は 、 給 湯 用 水 通 路 が 昇 り 勾
配 と 下 り 勾 配 を 繰 り 返 す た め 、 壁 貫 通 釜 を 使 用 し た 後 も 、 給 湯 用 水 通 路 内 に 水 や 湯 が 残 り
易 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 般 の 燃 焼 機 器 に お い て も 、 給 湯 用 水 通 路 内 に 残 っ た 水 や 湯 （ 以 下 、 「 残 水 」 と 言 う 。
） が 問 題 と な っ て お り 、 残 水 が 凍 結 す る こ と に よ る 破 損 を 防 止 す る た め 、 残 水 温 度 が 凍 結
予 防 温 度 と な っ た と き に 燃 焼 を 行 い 温 水 を 配 管 内 へ 供 給 す る も の （ 特 許 文 献 １ ） や 、 残 水
を 抜 く た め の 排 水 弁 を 設 け た も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 ま た 、 ヒ ー タ を 利 用 し
て 給 湯 用 水 通 路 の 凍 結 防 止 を 図 っ た も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ９ ６ ５ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ５ － ９ ６ ８ ６ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ９ ６ ４ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 方 法 で は 、 使 用 者 が 長 期 不 在 の た め に 電 源 が 切 ら れ て い た
場 合 、 凍 結 予 防 機 能 が 作 動 し な い 。 特 許 文 献 ２ の 排 水 弁 は 、 給 湯 用 水 通 路 の 残 水 を 抜 く た
め に 必 要 と な る も の で あ り 、 給 湯 用 水 通 路 の 勾 配 が 昇 り か 下 り の 一 方 向 で あ れ ば 有 効 で あ
る も の の 、 壁 貫 通 釜 の よ う に 給 湯 用 水 通 路 の 勾 配 が 昇 り と 下 り を 繰 り 返 す 上 、 給 湯 用 水 通
路 内 に 二 次 熱 交 換 器 を 有 す る 場 合 に は 、 多 数 の 排 水 弁 を 給 湯 用 水 通 路 内 に 設 け る 必 要 が あ
り 、 適 用 は 困 難 で あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ の 方 法 で は 、 特 許 文 献 １ の 場 合 と 同 様 に 電 源 が
切 ら れ て い る と 凍 結 予 防 機 能 が 作 動 し な い こ と に 加 え 、 本 体 の 寸 法 制 約 が 大 き い 壁 貫 通 釜
に 多 く の ヒ ー タ を 設 け る の は 困 難 で あ り 、 ま た 、 コ ス ト ア ッ プ と な る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 壁 貫 通 釜 の 本 体 の 寸 法 制 約
と 潜 熱 回 収 に よ る 高 熱 効 率 を 確 保 し つ つ 、 給 湯 用 水 通 路 内 の 残 水 の 排 出 を 容 易 に し て 、 凍
結 に よ る 器 具 の 破 損 を 防 止 可 能 で 、 信 頼 性 の 高 い 燃 焼 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 次 の も の に 関 す る 。
（ １ ） 　 給 湯 配 管 接 続 部 と 、 こ の 給 湯 配 管 接 続 部 か ら の 水 を 通 す 給 湯 用 水 通 路 と 、 こ の 給
湯 用 水 通 路 の 水 を 加 熱 す る 熱 源 を 生 じ る 燃 焼 部 と 、 前 記 給 湯 配 管 接 続 部 の 上 方 に 位 置 す る
蛇 管 と 、 こ の 蛇 管 の 上 方 に 位 置 す る 一 次 熱 交 換 器 と 、 こ の 一 次 熱 交 換 器 の 上 方 に 位 置 す る
二 次 熱 交 換 器 と 、 こ の 二 次 熱 交 換 器 よ り 下 方 に 位 置 す る 出 湯 配 管 接 続 部 と を 有 す る 燃 焼 機
器 に お い て 、 給 湯 用 水 通 路 が 、 前 記 給 湯 配 管 接 続 部 と 、 前 記 蛇 管 と 、 前 記 二 次 熱 交 換 器 と
、 前 記 一 次 熱 交 換 器 と 、 前 期 出 湯 配 管 接 続 部 と を こ の 順 番 で 有 す る 燃 焼 機 器 。
（ ２ ） 　 （ １ ） に お い て 、 二 次 熱 交 換 器 内 の 伝 熱 管 が 一 部 に 頂 点 を 有 し 、 こ の 頂 点 か ら 前
記 伝 熱 管 へ の 水 の 入 口 お よ び 水 の 出 口 に 向 か っ て 下 り 勾 配 を 有 す る 燃 焼 機 器 。
（ ３ ） 　 （ １ ） ま た は （ ２ ） に お い て 、 伝 熱 管 が 二 次 熱 交 換 器 の 幅 方 向 に つ い て 、 水 平 で
あ る 燃 焼 機 器 。
（ ４ ） 　 （ １ ） か ら （ ３ ） の 何 れ か に お い て 、 伝 熱 管 が 直 線 部 分 と Ｕ 字 部 分 を 有 し 、 こ の
Ｕ 字 部 分 の 折 れ 曲 が り の 角 度 が １ ８ ０ 度 以 下 で あ る 燃 焼 機 器 。
（ ５ ） 　 （ １ ） か ら （ ４ ） の 何 れ か に お い て 、 排 水 弁 が 、 給 湯 配 管 接 続 部 お よ び 出 湯 配 管
接 続 部 の 各 近 傍 に 設 け ら れ た 燃 焼 機 器 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 壁 貫 通 釜 の 本 体 の 寸 法 制 約 と 潜 熱 回 収 に よ る 高 熱 効 率 を 確 保 し つ つ 、
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給 湯 用 水 通 路 内 の 残 水 の 排 出 を 容 易 に す る こ と で 、 凍 結 に よ る 器 具 の 破 損 を 防 止 可 能 で 、
信 頼 性 の 高 い 燃 焼 機 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 対 象 と な る 燃 焼 機 器 は 、 潜 熱 回 収 型 の 燃 焼 機 器 で あ る 。 特 に 、 壁 貫 通 釜 等 の 寸
法 制 約 が 大 き い も の が 望 ま し い 。 潜 熱 回 収 型 の 燃 焼 機 器 の 場 合 に は 、 給 湯 用 水 通 路 が 昇 り
勾 配 と 下 り 勾 配 を 繰 り 返 す 上 、 二 次 熱 交 換 器 を 有 す る た め 、 給 湯 用 水 通 路 内 に 残 水 が 生 じ
易 い 。 ま た 、 寸 法 制 約 や コ ス ト の 制 限 が 大 き い た め 、 多 数 の 排 水 弁 や 多 数 の ヒ ー タ を 設 け
る こ と が で き な い 。 こ の よ う に 、 残 水 が 生 じ 易 い 上 、 残 水 の 凍 結 へ の 対 策 が 困 難 で あ る た
め 、 本 発 明 の 効 果 が よ り 大 き く 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 １ の 一 例 の 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 そ の 側 面 図 で あ る 。 図 ３
は 、 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 １ を 浴 室 に 設 置 し た 浴 室 ユ ニ ッ ト の 設 置 例 図 で あ り 、 浴 槽 ２ の 短 手
側 か ら 見 た 透 視 図 を 示 す 。 Ｂ Ｆ 釜 の 給 排 気 筒 設 置 部 は 浴 室 壁 ３ に 存 在 す る 規 定 の 貫 通 穴 ４
内 部 に 設 置 さ れ る た め 、 代 替 品 で あ る 壁 貫 通 釜 １ は 貫 通 穴 ４ の 寸 法 の 制 約 を 受 け る 。 図 ４
は 、 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 １ の 構 成 図 の 一 例 を 示 す 。 以 下 に 、 図 ４ の 構 成 の 壁 貫 通 釜 １ を 例 と
し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 １ は 、 給 水 配 管 ５ か ら 水 を 導 入 す る 給 水 配 管 接 続 部 ６ と 、 燃 焼 部 ７ に
空 気 を 送 る 送 風 フ ァ ン と 、 給 湯 バ ー ナ ８ と 追 焚 き バ ー ナ ９ を 有 す る 燃 焼 部 ７ と 、 給 水 配 管
接 続 部 ６ の 上 方 に 位 置 す る 蛇 管 １ ０ と 、 燃 焼 部 ７ の 上 方 に 位 置 し 燃 焼 ガ ス か ら 顕 熱 を 回 収
す る 一 次 熱 交 換 器 １ １ と 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ の 上 方 に 位 置 し 燃 焼 ガ ス か ら 潜 熱 を 回 収 す る
二 次 熱 交 換 器 １ ２ と 、 加 熱 さ れ た 水 を 出 湯 す る 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ と を 有 し て い る 。 上 述
し た よ う な 設 置 形 態 の 独 自 性 か ら 本 体 寸 法 の 制 約 が 大 き い た め 、 給 湯 バ ー ナ ８ お よ び 追 焚
バ ー ナ ９ は 共 通 の 送 風 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ は 一 次 熱 交 換 器 １
１ の 上 方 に 設 け ら れ た 排 気 室 １ ４ の 中 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 １ の 内 部 の 給 湯 用 水 通 路 １ ６ は 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ 、 蛇 管 １ ０
、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ 、 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ の 順 番 に 構 成 さ れ る 。 つ ま
り 、 図 ４ か ら も わ か る よ う に 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ か ら 二 次 熱 交 換 器 １ ２ ま で は 昇 り 勾 配 、
二 次 熱 交 換 器 １ ２ か ら 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ ま で は 下 り 勾 配 と な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の
壁 貫 通 釜 １ で は 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ が 給 湯 用 水 通 路 １ ６ で 最 も 高 い 位 置 と な り 、 給 湯 用 水
通 路 １ ２ は 昇 り 勾 配 と 下 り 勾 配 を そ れ ぞ れ １ ず つ し か 有 し な い 。 こ の た め 、 給 水 配 管 接 続
部 ６ と 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ の ニ ッ プ ル （ 図 示 し な い 。 ） を 外 し て 大 気 開 放 し た り 、 あ る い
は 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ と 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ に 排 水 弁 １ ８ を 設 け る こ と で 、 給 湯 用 水 通 路
１ ６ 内 の 残 水 は 、 自 然 に 落 下 に よ り 容 易 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 排 気 室 １ ４ の 中 に 設 け ら れ た 二 次 熱 交 換 器 １ ２ は 、 直 線 部 分 と Ｕ 字 部 分 と を 有 す る 伝 熱
管 １ ５ を 備 え る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管 １ ５ の 一 端 に は 水 の 入 口 １ ８ が 、 他 端 に は 水
の 出 口 １ ９ が 設 け ら れ る 。 二 次 熱 交 換 器 １ ２ 内 で の 伝 熱 管 １ ５ の 引 き 回 し は 、 特 に 限 定 し
な い が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 一 端 側 ２ ０ か ら 伝 熱 管
１ ５ を 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 内 壁 に 沿 っ て コ の 字 形 に 引 き 回 し 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方
向 の 他 端 側 ２ １ に 到 達 し た 後 は 、 蛇 行 形 状 で 元 の 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 一 端 側 ２
０ に 戻 る よ う に し て も よ い 。 蛇 行 形 状 は 、 伝 熱 管 １ ５ の 直 線 部 分 ２ ２ を 二 次 熱 交 換 器 １ ２
の 幅 方 向 に 向 け 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 幅 方 向 の 折 返 し に 伝 熱 管 １ ５ の Ｕ 字 部 分 ２ ３ を 配 置
す る こ と で 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ に 入 る 水 の 入 口 １ ８ と 水 の 出 口 １ ９ を そ れ ぞ れ ２
つ に 分 岐 し て 、 伝 熱 管 １ ５ を ２ 本 と し 上 下 に 重 ね る よ う に 配 置 す る と 、 燃 焼 ガ ス と の 接 触
面 積 が 増 加 し 、 熱 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 一 方 の 伝 熱 管 １ ５ の 蛇 行 形
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状 の 間 隙 の 位 置 に 、 他 方 の 伝 熱 管 １ ５ が 位 置 す る よ う に 配 置 す る と 、 さ ら に 熱 効 率 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。 な お 、 上 下 の 伝 熱 管 １ ５ は 同 一 形 状 に す る と 、 部 品 の 共 通 化 が 図 れ
る た め 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の と き 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管 １ ５ が 、 二 次 熱 交 換 器 の 長 さ 方 向 の 他
端 側 ２ １ で 最 も 高 い 位 置 と な る よ う 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 に 向 け て 、 伝 熱 管 １ ５
に 勾 配 を 持 た せ る よ う に し て も よ い 。 つ ま り 、 伝 熱 管 １ ５ の 一 部 が 頂 点 を 有 し 、 こ の 頂 点
か ら 水 の 入 口 お よ び 出 口 に 向 か っ て 下 り 勾 配 を 形 成 す る 。 こ れ に よ り 、 伝 熱 管 １ ５ 内 の 残
水 が 自 然 落 下 し 、 排 水 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管 １ ５ が 、 直 線 部 分 ２ ２ と １ ８ ０ 度 折 れ 曲 が っ た Ｕ 字 部
分 ２ ３ に よ っ て 蛇 行 形 状 を 形 成 す る 場 合 は 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 幅 方 向 に つ い て は 、 伝 熱
管 １ ５ を 水 平 と す る の が 望 ま し い 。 伝 熱 管 １ ５ は １ ８ ０ 度 蛇 行 し つ つ 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の
長 さ 方 向 に 勾 配 を 有 し て い る た め 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 幅 方 向 の 伝 熱 管 １ ５ の 直 線 部 分 ２
２ を 水 平 と す る こ と に よ り 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管 １ ５ の 蛇 行 形 状 に お い
て 、 Ｕ 字 部 分 ２ ３ は 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 に 下 り 勾 配 を 有 し 、 直 線 部 分 ２ ２ は 水 平
と な る 。 つ ま り 、 伝 熱 管 が 蛇 行 し て も 、 下 り 勾 配 と 水 平 部 分 し か 有 し な い た め 、 ２ 方 向 の
の 勾 配 を 生 じ る こ と が な く 、 勾 配 は 一 方 向 と な る 。 こ れ に よ り 、 伝 熱 管 １ ５ 内 の 残 水 が 自
然 落 下 し 、 排 水 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 伝 熱 管 １ ５ の Ｕ 字 部 分 ２ ３ の 折 れ 曲 が り の 角 度 が １ ８ ０ 度 以 下 と な る の が 望 ま し い 。 Ｕ
字 部 分 ２ ３ の 折 れ 曲 が り の 角 度 が １ ８ ０ 度 の 場 合 （ 図 ５ 、 図 ６ ） は 、 上 述 し た よ う に 、 伝
熱 管 １ ５ の 直 線 部 分 ２ ２ を 水 平 と す る こ と で 、 伝 熱 管 １ ５ が 蛇 行 し て も 、 上 下 の ２ 方 向 の
勾 配 を 生 じ る こ と が な く 、 勾 配 は 一 方 向 と な る 。 ま た 、 Ｕ 字 部 分 ２ ３ の 折 れ 曲 が り の 角 度
が １ ８ ０ 度 よ り 小 さ い 場 合 （ 図 ９ ） は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管 １ ５ の 蛇 行 形 状 に お
い て 、 Ｕ 字 部 分 ２ ３ は 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 に 下 り 勾 配 を 有 し 、 直 線 部 分 ２ ２ も
同 様 に 下 り 勾 配 を 有 す る 。 つ ま り 、 伝 熱 管 が 蛇 行 し て も 、 下 り 勾 配 し か 有 し な い た め 、 勾
配 は 一 方 向 と な る 。 こ の た め 、 さ ら に 伝 熱 管 １ ５ 内 の 残 水 が 自 然 落 下 し 易 く な り 、 排 水 が
容 易 と な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ に 本 発 明 の 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 １ の 構 成 図 を 、 図 ５ に 実 施 例 １ に 用 い た 伝 熱 管 １ ５
の 平 面 図 を 、 図 ７ に 、 実 施 例 １ に 用 い た 伝 熱 管 １ ５ の 側 面 図 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 給 水 配 管 ５ か ら 水 を 導 入 す る 給 水 配 管 接 続
部 ６ と 、 給 湯 バ ー ナ ８ と 追 焚 き バ ー ナ ９ を 有 す る 燃 焼 部 ７ と 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ の 上 方 に
位 置 す る 蛇 管 １ ０ と 、 燃 焼 部 ７ の 上 方 に 位 置 し 燃 焼 ガ ス か ら 顕 熱 を 回 収 す る 一 次 熱 交 換 器
１ １ と 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ の 上 方 に 位 置 し 燃 焼 ガ ス か ら 潜 熱 を 回 収 す る 二 次 熱 交 換 器 １ ２
と 、 燃 焼 に よ っ て 加 熱 さ れ た 水 を 出 湯 す る 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ と を 有 し て い る 。 設 置 形 態
の 独 自 性 か ら 壁 貫 通 釜 １ の 寸 法 の 制 約 が 大 き い た め 、 給 湯 バ ー ナ ８ お よ び 追 焚 バ ー ナ ９ は
共 通 の 送 風 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ は 一 次 熱 交 換 器 １ １ の 上 に 設
け ら れ た 排 気 室 １ ４ の 中 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 １ の 内 部 の 給 湯 用 水 通 路 １ ６ は 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ 、 蛇 管 １ ０ 、 二
次 熱 交 換 器 １ ２ 、 一 次 熱 交 換 器 １ １ 、 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ の 順 番 に 構 成 さ れ る 。 つ ま り 、
図 ４ か ら も わ か る よ う に 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ か ら 二 次 熱 交 換 器 １ ２ ま で は 昇 り 勾 配 、 二 次
熱 交 換 器 １ ２ か ら 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ ま で は 下 り 勾 配 と な る 。 ま た 、 給 湯 用 水 通 路 １ ６ 内
の 残 水 を 排 出 す る た め 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ 、 お よ び 、 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ に 排 水 弁 １ ７ を
設 け る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 １ の 二 次 熱 交 換 器 １ ２ 内 に 設 置 さ れ た 伝 熱 管 １ ５ の 平 面 図 を 図 ５ に
示 す 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管 １ ５ の 一 端 に は 水 の 入 口 １ ８ が 、 他 端 に は 水 の 出 口 １ ９
が 設 け ら れ る 。 伝 熱 管 １ ５ は 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 一 端 側 ２ ０ か ら 二 次 熱 交 換
器 １ ２ の 内 壁 に 沿 っ て コ の 字 形 に 引 き 回 さ れ 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 他 端 側 ２ １
に 到 達 し た 後 は 、 蛇 行 形 状 で 元 の 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 一 端 側 ２ ０ に 戻 る よ う に
引 き 回 さ れ る 。 蛇 行 形 状 は 、 伝 熱 管 １ ５ の 直 線 部 分 ２ ２ を 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 幅 方 向 に 向
け 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 幅 方 向 の 折 返 し に 伝 熱 管 １ ５ の Ｕ 字 部 分 ２ ３ を 配 置 す る こ と で 形
成 さ れ る 。 伝 熱 管 １ ５ の Ｕ 字 部 分 ２ ３ の 折 れ 曲 が り の 角 度 は 略 １ ８ ０ 度 と し 、 Ｕ 字 部 分 ２
３ に 接 続 す る 直 線 部 分 ２ ２ は 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 に 対 し て 、 略 垂 直 方 向 に 配 置
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 １ に 使 用 す る 伝 熱 管 １ ５ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２
に 入 る 水 の 入 口 １ ８ を ２ つ に 分 岐 し て 、 伝 熱 管 １ ５ を ２ 本 と し 上 下 に 重 ね る よ う に 配 置 す
る 。 こ の と き 、 上 下 の 伝 熱 管 １ ５ は 同 一 形 状 に 形 成 し 、 一 方 の 伝 熱 管 １ ５ の 蛇 行 形 状 の 間
隙 の 位 置 に 、 他 方 の 伝 熱 管 １ ５ が 位 置 す る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 １ に 使 用 す る 伝 熱 管 １ ５ は 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 伝 熱 管
１ ５ が 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 他 端 側 ２ １ で 最 も 高 く な る よ う 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２
の 長 さ 方 向 に 向 け て 、 伝 熱 管 １ ５ に 勾 配 を 持 た せ る 。 つ ま り 、 伝 熱 管 １ ５ の 一 部 が 頂 点 と
な り 、 こ の 頂 点 か ら 水 の 入 口 １ ８ お よ び 水 の 出 口 １ ９ に 向 か っ て 下 り 勾 配 を 形 成 す る 。 下
り 勾 配 の 角 度 は 、 略 ３ 度 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 図 ４ の 構 成 図 を 基 に 、 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 １ の 動 作 を 説 明 す る 。 給 湯 電 磁 弁 （ 図
示 せ ず ） が 開 い て 壁 貫 通 釜 １ の 使 用 が 開 始 さ れ る と 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ か ら 水 が 給 水 さ れ
、 給 湯 用 水 通 路 １ ６ で あ る 蛇 管 １ ０ 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ 、 お よ び 一 次 熱 交 換 器 １ １ を 通 過
す る 間 に 水 が 加 熱 さ れ 、 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ か ら 出 湯 配 管 （ 図 示 せ ず ） に 出 湯 さ れ る 。 一
方 、 出 湯 電 磁 弁 （ 図 示 せ ず ） が 閉 じ て 壁 貫 通 釜 １ の 使 用 が 終 了 す る と 、 給 水 弁 （ 図 示 せ ず
） が 閉 じ る こ と で 給 水 配 管 接 続 部 ６ か ら の 水 の 給 水 が 停 止 す る 。 こ の と き 、 給 水 配 管 接 続
部 ６ か ら 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ に 至 る 給 湯 用 水 通 路 １ ６ の 中 に は 水 や 湯 が 閉 じ 込 め ら れ て 残
水 を 生 じ る 。 し か し 、 壁 貫 通 釜 １ の 使 用 を 停 止 す る と 同 時 に 、 給 水 配 管 接 続 部 ６ 、 お よ び
、 出 湯 配 管 接 続 部 １ ３ に 設 け ら れ た 排 水 弁 １ ７ が 開 き 、 外 気 を 給 湯 用 水 通 路 １ ６ 内 に 導 入
す る こ と で 、 給 湯 用 水 通 路 １ ６ 内 の 残 水 を 排 出 す る 。 こ の と き 、 給 湯 用 水 通 路 １ ６ は 、 給
水 配 管 接 続 部 ６ か ら 二 次 熱 交 換 器 １ ２ ま で は 昇 り 勾 配 、 二 次 熱 交 換 器 １ ２ か ら 出 湯 配 管 接
続 部 １ ３ ま で は 下 り 勾 配 で あ る た め 、 給 湯 用 水 通 路 １ ６ 内 の 水 は ほ と ん ど 残 水 を 生 じ る こ
と な く 、 排 水 弁 １ ７ か ら 排 出 さ れ る 。 な お 、 二 次 交 換 器 １ ２ 内 の 伝 熱 管 １ ５ に つ い て も 、
伝 熱 管 １ ５ が 二 次 熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 の 他 端 側 ２ １ で 最 も 高 い 位 置 と な る よ う 、 二 次
熱 交 換 器 １ ２ の 長 さ 方 向 に 向 け て 、 伝 熱 管 １ ５ に 勾 配 を 持 た せ て あ る た め 、 ほ と ん ど 残 水
を 生 じ る こ と が な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 実 施 例 ２ の 壁 貫 通 釜 １ に 使 用 す る 伝 熱 管 １ ５ の 平 面 図 を 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す 。 伝 熱
管 １ ５ の Ｕ 字 部 分 ２ ３ の 折 れ 曲 が り の 角 度 を 略 １ ７ ０ 度 と し た こ と 以 外 は 、 実 施 例 １ と 同
様 で あ る 。 こ れ に よ り 、 伝 熱 管 １ ５ の 蛇 行 形 状 の 直 線 部 分 ２ ２ に つ い て も 勾 配 を 保 つ こ と
が で き 、 実 施 例 １ に 比 べ て さ ら に 伝 熱 管 １ ５ 内 の 残 水 が 自 然 落 下 し 易 く な り 、 排 水 が 容 易
と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 の 一 例 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 の 一 例 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 壁 貫 通 釜 を 浴 室 に 設 置 し た 浴 室 ユ ニ ッ ト の 設 置 例 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 の 二 次 熱 交 換 器 内 に 設 置 さ れ た 伝 熱 管 の 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 の 二 次 熱 交 換 器 内 に 設 置 さ れ た 伝 熱 管 の 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 の 二 次 熱 交 換 器 内 に 伝 熱 管 を 設 置 し た 状 態 の 側 面 図
で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の 壁 貫 通 釜 の 二 次 熱 交 換 器 内 に 設 置 さ れ た 伝 熱 管 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 壁 貫 通 釜 の 二 次 熱 交 換 器 内 に 設 置 さ れ た 伝 熱 管 の 正 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 壁 貫 通 釜 の 二 次 熱 交 換 器 内 に 設 置 さ れ た 伝 熱 管 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 壁 貫 通 釜 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ … 壁 貫 通 釜
２ … 浴 槽
３ … 浴 室 壁
４ … 貫 通 穴
５ … 給 水 配 管
６ … 給 水 配 管 接 続 部
７ … 燃 焼 部
８ … 給 湯 バ ー ナ
９ … 追 焚 き バ ー ナ
１ ０ … 蛇 管
１ １ … 一 次 熱 交 換 器
１ ２ … 二 次 熱 交 換 器
１ ３ … 出 湯 配 管 接 続 部
１ ４ … 排 気 室
１ ５ … 伝 熱 管
１ ６ … 給 湯 用 水 通 路
１ ７ … 排 水 弁
１ ８ … 水 の 入 口
１ ９ … 水 の 出 口
２ ０ … 二 次 熱 交 換 器 の 長 さ 方 向 の 一 端 側
２ １ … 二 次 熱 交 換 器 の 長 さ 方 向 の 他 端 側
２ ２ … 直 線 部 分
２ ３ … Ｕ 字 部 分
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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